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子どもの認知発達的反応を誘発する絵本の分類および分析∗
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1 はじめに
教育に関連する書籍は，特定の分野に関する知識を身
につけることを目的としたものが多い．そうした中で
絵本は，娯楽的な表現形式をとりながらも，子どもの
さまざまな認知発達への効果が認められており [3,4]，
その点で特定分野の知識習得を目的とした一般の教育
関連書籍にはない特徴を有する．また，絵本は活字を
読むことができない幼児を主たる対象とするため，親
や保育者の読み聞かせによる刺激と，絵による視覚刺
激によって，子どもの理解が成立するという点も他の
書籍にはない特徴である．発達心理学の諸研究によれ
ば，幼児は，年齢に応じて特徴的な認知的反応を示す
ことが知られている．一方，文献 [6]においては，レ
ビュー中の子どもの反応に関する記述の分析を行い，
絵本レビューにおいて観測される発達心理学的な子ど
もの反応特徴が，発達心理学における知見 [1, 5, 8, 9]
によって裏付けられることを示した．以上をふまえて，
本論文では，絵本の内容と子どもの認知発達的反応の
関係を明らかにすることを目的とする．
具体的には，絵本ごとにレビュー中の子どもの認知

発達的反応記述を調査すると，子どもが認知発達的反
応を示す度合いが相対的に多い絵本と少ない絵本に分
けることができる．前者は子どもの反応を引き出す何
らかの演出に長けていると考えられる．そこで，本論
文では，子どもの認知発達的反応を引き出す度合いが
相対的に多い絵本の特性を解明する．そして，それら
の絵本が子どもの反応を引き出す演出に長けていると
いう仮説を立て，それらの特性を分析する．

2 絵本レビューサイト「絵本ナビ」
本論文では，絵本情報サイト「絵本ナビ」1に読者が
書き込んだレビュー（以降，レビュー）を分析の対象
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とする．絵本ナビは，絵本および児童書約 66,500タ
イトルに関する出版社，著者，あらすじなどの基本情
報の他，大量のレビュー (2017年 1月現在で約 34万
レビュー)が書き込まれる国内最大級の絵本および児
童書に特化した情報サイトである．

3 絵本レビュー中の分析対象表現の
選定

文献 [6]においては，絵本ナビ中のレビューに頻出し，
かつ，子どもの認知発達的反応を表す割合の高い表現
を選定し，その分析を行った．本論文では，文献 [6]
において分析対象となった認知発達的反応および特徴
的表現のうち，特に出現頻度および子どもの認知発達
的割合の高い表現として，「じっと」(「じっと」また
は「じーっと」)，「指差し」，「ふり」，「真似」，「ごっ
こ」，「入り込んで+感情移入」(「入り込んで」または
「感情移入」)の 6種類の表現を分析対象とする．

4 子どもの認知発達的反応を用いた
絵本の特性の分析

4.1 子どもの認知発達的反応の分析方式
本節では，絵本ナビのレビュー数ランキング上位 100
作品のうち，子どもの反応の推定頻度の合計が下限値
(本論文では，10) 以上となる絵本 45冊を「子どもの
認知発達的反応の観測頻度の大きい絵本」，下限値未
満の絵本 55冊 (内，本論文における分析対象は 23冊2)
を「子どもの認知発達的反応の観測頻度の小さい絵本」
とする．次に，「子どもの認知発達的反応の観測頻度の
大きい絵本」では，頻度最大値の 0.7以上の頻度を持
つ反応・年齢組を，「絵本の特性を示す子どもの反応・
年齢組」とする．一方，「子どもの認知発達的反応の観
測頻度の小さい絵本」では，頻度が最大となる反応・
年齢組を念頭に置きながら，レビューおよび絵本の内
容を考慮して，人手で「絵本の特性を示す子どもの反
応・年齢組」を決定する．

255 冊中で，現時点で絵本分析作業を終えた作品は 36 冊であ
り，残りの 19 冊に対する分析作業は現在進行中である．また，36
冊中で，本節の手順により「絵本の特性を示す子どもの反応・年齢
組」が決定できた作品は 23 冊のみであった
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4.2 子どもの認知発達的反応に基づく絵本
の分類

子どもの反応について，レビューの記述や絵本の内容
を調べると，「絵本の特性を示す子どもの反応・年齢組」
の反応が共通する絵本を，子どもの反応の種類によっ
て，より細かく分類することができる．
例えば，「絵本の特性を示す子どもの反応・年齢組」

の反応が「真似」である絵本は，その「真似」の種類
によって，

• 絵本に描かれている食べ物を食べる真似をする
絵本

• 絵本中の言葉を真似する絵本
• 絵本中のキャラクターの動作を真似する絵本
• その他

に分類することができる．そこで，「絵本の特性を示す
子どもの反応・年齢組」の反応ごとに，典型的な子ど
もの反応を調べ，反応の種類によって絵本を分類した
結果を，表 1に示す．
食べる真似の例を図 1に示す．子どもは，『ぐりとぐ

ら』のように，料理をする場面などで，食べ物が食べ
られる状態になるまでの過程が描かれている絵本で，
出来上がったものを食べる真似をする．または，『くだ
もの』，『なにをたべてきたの？』のように，食べ物が
与えられたり，目の前に現れたりするような描かれ方
をしている絵本で，現れた食べ物を食べる真似をする．
「食べる真似」に分類された絵本を調べると，これら
のいずれかの特徴が共通して見られた．また，「言葉の
真似」の絵本のうち，「子どもの認知発達的反応の観測
頻度の大きい絵本」には，オノマトペなどの簡単な言
葉を真似するものが多く，それ以外でも，特徴的な言
い回しが使われている．「キャラクターの動作の真似」
の絵本は，絵本のキャラクターの動作を中心に，簡単
な言葉で描かれている．
「じっと」の絵本は，

• (意味は理解していないかもしれないが)絵をじっ
と見る・音をじっと聞く

• 感情移入してお話をじっと聞く

という分類に分けられる．「じっと」の分類においては
「絵本の特性を示す子どもの反応・年齢組」の年齢も
考慮し，前者には 0∼1歳，後者には 2歳以降の絵本を
分類する．また，後者は「入り込んで+感情移入」と
統合し，「絵本の特性を示す子どもの反応・年齢組」が，
「じっと (2歳∼)」または「入り込んで+感情移入」と
なっている絵本をこの分類とする．「じっと (0∼1歳)」
の絵本のパターンとしては，「オノマトペ等の簡単な言

葉とシンプルな絵のみの絵本」，「顔や表情に焦点を当
てた絵本」，「シンプルではっきりした色使いであった
りカラフルであったりする絵本」といったパターンが
見られる．また，「じっと (2歳∼)」・入り込んで+感情
移入」の絵本には，登場人物が不安な気持ちになる場
面などで，ハラハラドキドキするような物語の絵本が
多い．
「指差し」の絵本は，

• 探す
• 言葉と絵を対応させる・描かれているものを理解
して指差す

• 細かく描かれた絵の中から好きなものを指差す
• その他

という分類に分けられ，1つ目の分類の絵本には，探
すべき対象が絵のどこかに描かれており，それを探し
て遊べる絵本が分類されている．2つ目の分類の絵本
は，「子どもの認知発達的反応の観測頻度の大きい絵
本」には絵がシンプルなものが多い．3つ目の分類の
絵本は，1ページの絵の中に多くのキャラクターや物
が描かれている絵本となっている．
「ごっこ」の絵本は，

• 物語の再現
• その他

という分類に分けられ，前者の絵本は，決まったパター
ンの台詞や場面が繰り返される構造になっているもの
が多い．

4.3 子どもの認知発達的反応の観測頻度の
小さい絵本と大きい絵本の比較

「子どもの認知発達的反応の観測頻度の大きい絵本」
において子どもが良く反応する理由を解明するため，
前節の分類結果において同じ分類に属する「子どもの
認知発達的反応の観測頻度の大きい絵本」と「子ども
の認知発達的反応の観測頻度の小さい絵本」の比較を
行った結果を表 2に示す．
例として，食べる真似の観測頻度の大きい絵本『ぐ

りとぐら』と，観測頻度の小さい絵本『おばけのてん
ぷら』を比較した場合について以下で述べる．
『ぐりとぐら』は，主人公のぐりとぐらが大きな卵
から大きなカステラを作り，最後に森の動物達とカス
テラを食べるという内容の絵本である．この絵本では，
カステラの焼き上がりを待つ間に森の動物達が香りに
誘われてやってくる場面や，焼きあがったカステラを
見て皆で感動する場面が，食べる場面の前に存在する．
これらの場面によって，食べることへの期待を膨らま
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表 1: 子どもの認知発達的反応に基づく絵本 (子どもの認知発達的反応の観測頻度の大きい絵本 45冊+観測頻度の
小さい絵本 23冊)の分類

図 1: 子どもの反応例：食べる真似

せることができるため，カステラを食べる場面で子ど
もが思わず食べる真似をしてしまうと考えられる．
一方，『おばけのてんぷら』は，主人公のうさこがて

んぷらを作っているところにお化けがやってきて，て
んぷらにされかけるという絵本である．この絵本では，
てんぷらを揚げながらその場でつまみ食いをしてしま
う．このようなてんぷらを食べる場面で，子どもが食
べる真似をしたというレビューが存在するが，その頻
度は少ない．その理由として，てんぷらを作ることと
食べることが同時に行われており，『ぐりとぐら』のよ
うに食べることへの期待を膨らませることができる場
面が存在しないことが考えられる．
以上の比較から，食べる真似が多く観測される絵本

の特徴の一つとして，食べる場面の前に，食べられる
状態になるまで待つような描写があり，食べることへ
の期待を膨らませることができるという点が考えられ
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表 2: 子どもの認知発達的反応の観測頻度の大きい絵本と小さい絵本の比較

る．これを踏まえて，子どもがより食べる真似をする
ように『おばけのてんぷら』を改善するならば，「食
材を全て揚げ終わるまで食べることを我慢し，最後に
山盛りのてんぷらを大勢で食べる」という案が考えら
れる．

5 おわりに
本論文では，子どもの認知発達的反応を引き出しやす
い絵本の特徴を解明することを目的として，レビュー
中の子どもの反応記述を分析し，子どもの認知発達的
反応の観測頻度が大きい絵本と小さい絵本の比較分析
を行った．本論文に関連して，絵本の読み聞かせにお
ける子どもの認知発達的反応に着目した研究として，
文献 [7]では，絵本レビュー中の子どもの「指差し」
に着目し，指差しをより詳細に分類し，発達心理学に
おける知見との比較を行っている．また，文献 [2]で
は，レビュー中の子どもの反応を表す表現の頻度に基
づき，絵本のクラスタリングを行い，絵本に対する子
どもの反応という観点から絵本の分類を行っている．
今後の課題としては，実際に子どもが絵本を読んだ際
の反応を観察し，レビューの記述通りの反応がどれほ
ど観測できるかを調査することが挙げられる．
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